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研究成果の概要（和文）：　６本の論文にまとめられた研究期間中における成果を以下に報告する。第一に，道
徳の授業における児童の変容を把握するための授業用ワークシート（以下ＷＳと略記）を開発した。このＷＳに
よって児童は，道徳的・倫理的思考の道筋を習得でき，教師は児童の意見の変容を把握できる。第二に，道徳的
判断力の育成を目指した二種類の授業デザインを開発し，実践可能であることを証明した。一種類目は，児童に
道徳的判断を行う際の価値規準を考えてもらう内容である。二種類目は，道徳的判断を行う過程を授業の中で再
体験する内容である。これらは人間の普遍的な道徳的判断過程を理解することによって，道徳的判断力の育成を
目指したものである。

研究成果の概要（英文）： This project study was to develop the work sheet aiming at the children's 
opinion change at moral lesson and aiming at evaluatig chileren's morality and the two kinds of 
moral lesson design aiming at bringing up children's moral judgment ability. Firstly, the work sheet
 showed that children acquired process of moral thinking and theacher grasped children's morality 
change. Seconly, moral lesson design showed that children comprehended criterion of moral judgment 
and moral judgment process. This work sheet and lesson design have function of bringing up children'
s morality. Present study show direction of moral education. Specially,bringing up children's moral 
judgment ability and evaluation of moral lesson.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまで教科ではなかった道徳は，小学校で平成３０年，中学校で令和元年度から「特別の教科　道徳」とし
て教科になった。この変化を受け，学校現場では道徳教育の実践をめぐり，戸惑いと模索が広がった。本研究
は，こうした学校現場の現状を克服し，教科としての道徳の今後の実践を方向づける内容であった点に意義があ
る。本研究の第一の意義は，学校現場の授業ですぐに使うことができるという実践性をもつ点にある。第二に本
研究は以下の点で学術的意義をもつ。すなわち，これまで曖昧であった児童の道徳的判断過程を明らかにし，児
童の倫理規準の特徴を浮き彫りにした。このように本研究は，実践面と学術面の双方に貢献する内容である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 これまで教科ではなかった道徳は，小学校で平成 30年度、中学校で令和元年度より、「特別
の教科 道徳」として教科という新しい位置づけになる。この方向に沿って平成 26 年 10 月、
中教審の答申により教科化に向けての新しい方向性が示された。これを受けて平成 27 年 3 月
に道徳の改正学習指導要領、平成 27 年 7 月に「特別の教科 道徳」の改正学習指導要領解説
が示された。 
 新たな方向性の最大の特徴は、道徳的価値（勇気、誠実、寛容といった徳）の理解および教
科としての学習活動の二点が強調されたところにある。この二点が強調された背景は次の点に
ある。すなわち教科化以前の道徳の時間は、読み物資料中の登場人物の気持ち（道徳的心情）
の推察および道徳的実践のために大切な気持ち（道徳的実践意欲、○○するためにはどんな気
持ちが大切でしょうか）の推察に終始していた。こうした漠然とした推察活動では、どんな力
が身に付くのか不明である。そこで今後は道徳教育の中に、明確な目標をもつ学習活動として
の科学性と厳密性が求められると言える。 
 教科化に際して示された、考える道徳、議論する道徳、という提言も、授業で行うべき学習
活動の提案と解釈できる。今後は道徳の具体的な学習過程の構築が喫緊の課題となる。しかし
現在、この問題は、学校現場では全くの白紙状態で模索が始まったばかりであり、学校現場か
らの要望は高い。本研究はこうした現状を受け、道徳的価値の理解を目指した学習モデルの開
発を目的とした。 
にｃ 
 現況の授業は、授業と日常生活との道徳的思考の重なりが見られない。現況の授業展開は、
最初に読み物資料を読み、次に資料中の登場人物が心の葛藤を乗り越え、道徳的実践を行うた
めに大切な気持ちを推察する。そして今後はその気持ちを大切にしようという自覚化活動で終
わる。この展開は児童の学習というよりも、授業で教師が何をすればよいのか、という教師が
授業を作るための展開である。したがってこの展開で体験した思考過程を児童生徒は日常生活
で辿ることはない。結果的に、授業での体験が日常生活に活かされないことになる。これに対
して本研究で構築する授業デザインの独自性は、日常生活で道徳的価値が機能する過程をモデ
ル化し、このモデルの各過程を、外在的な学習過程として児童生徒が授業で実体験する、とい
う点にある。道徳的価値という心理特性が日常生活の中で果たしている機能を授業課程に反映
させるという全く新たな授業観に基づく。 
 
２．研究の目的 
 このような問題意識に基づき、学習モデルの開発に際しては、以下の三点を明らかにするこ
とを目的とする。この三点は教科化の要となるが、現在のところ大きな方向性が示されたのみ
で、学校現場で実践できる水準ではない。この三点とは、道徳的価値の理解を軸とした授業デ
ザインの構築、発達過程の体系化の指標、および評価の方法である。 
 
（１）日常生活における道徳的価値理解を具体化した授業デザインの開発 
 学習指導要領の道徳教育の目標には、道徳的諸価値の理解、物事を捉える多面的・多角的な
視点、自己を見つける自己理解、他者と共に生きるための他者理解が揚げられている。本研究
ではこれらの一つ一つの要素が日常生活で機能する過程を児童が実体験できる授業デザインを
開発する。 
 
（２）道徳的価値理解の発達過程を体系化した指導過程の開発 
 教科化では、道徳の内容の発達的体系化が目指されている。しかしその具体的な方向性は示
されていない。発達的体系化に際しては、用いる指標、そして体系化の水準が問題になる。あ
くまで授業で活用できる具体的な水準が求められる。本研究では、道徳的価値理解を指標とし
た発達過程の体系化を行う。具体的には、授業中に児童生徒が考え出す道徳的判断の規準の量
と質の変化を発達過程の体系の指標とする。 
 
（３）道徳的価値理解の評価方法 
 教科には評価が必要になる。文科省から示された評価方法は、数値ではなく、個人の成長の
姿の把握を目指した記述式の個人内評価になっている。これ以上の具体的内容は示されていな
い。そこで学校現場で実践可能な水準での評価方法の開発が必要になる。本研究では、評価は、
授業での個人の発話と記述の質的分析で実施する。そしてこれらの質を評価の対象として分析
する方法を開発する。 
 
３．研究の方法 
 学習モデルにおいて開発を目指した三点（授業デザイン、発達過程の体系化、評価方法）の
目的を達成するために以下の方法を用いた。 
 
（１）授業デザインの開発・発達過程の体系化に基づく指導過程の開発 
 授業デザインには、教科化の新方針である、考える道徳、議論する道徳という要素を全面的
に導入した、授業は、日常生活の中で道徳的価値が機能している複数の過程を、個々の学習活



動として具体的に外在化し、実体験活動とした。個々の学習活動を段階という名称で以下に示
す。 
① 第 1段階：実行決定規準の発見活動 
 特定の道徳的価値（寛容、友情、誠実 等の徳）に基づく行為を実行するか否かを決定する
規準を考えてもらう段階である。寛容を例に説明すると、児童生徒の日常生活の中で「許すか、
許さないか」を決める規準を考えてもらう。同時に道徳的判断を行う際の規準が発達によって
どう変化するかを質的に分析することで、発達過程の体系化の指標づくりを行った。 
 
② 第 2 段階：価値成立規準をとおした道徳的価値の特性の発見活動 
 児童生徒への課題として、価値成立規準に合致する道徳的価値を発見してもらう。例を示す。
例えば、限度がなくなるとその性質が変わる徳は何か、無制限の徳は徳と言えるのか、徳を向
ける相手によって意味が変わる徳は何か、徳を向ける対象がどこまでになるかという対象範囲
が問題になる徳は何か、特定の徳を実行しなかった場合、共同体の存続が危うくなる徳は何か、
「私があなたにしてあげたことをあなたも私にしてくれるべきだ」という相互性の考えは徳に
あてはまるか、道徳的行為は、その結果が成功したか、失敗したかで価値は異なるか、という
課題を児童生徒に考えてもらった。 
 
➂ 第 3 段階：社会的望ましさに基づく実行決定規準の序列化活動 
➃ 第 4 段階：自分の考えに基づく実行決定規準の序列化活動 
 第 1 段階で発見した実行決定規準を、二種類の規準に基づいて重要だと考える順に序列化し
てもらう。この活動は、教科目標に記された自己理解活動の具体化に相当する。現況の自己理
解活動は、単にこれまでの自分を振り返らせる大雑把な内容であった。本研究では、自己理解
活動を、自分の価値規準を明確に知る活動と捉える。この活動を授業水準で具体化するために、
自分が最優先に選択する規準を外在化させ、可視化する。 
 実行決定規準の序列化を二種類に分類した目的は以下の点にある。教師がもつ道徳の困難感
の一つに、児童生徒の発言が建前に終始し、本音を引き出せない、という現象がある。建前と
は社会的望ましさである。教師が自分の考えとしての本音を問うているが、児童生徒は社会的
望ましさを回答している。これは教師が求めている思考と実際に児童生徒が行っている思考と
が乖離している状態である。この問題を克服するために、現況では暗黙的に混在している思考
過程を、厳密に別々の課題として区別化し、建前と本音の思考を分けて行えるようにした。 
 
⑤ 第 5 段階：実行決定規準に基づく他者理解活動 
教科目標に記された他者理解を授業水準で具体化することにある。現況での、資料中の登場
人物の心情読み取り活動は、内容が曖昧で、身に付く力が不明である。本研究では、資料の活
用法を他者理解と新たに明確化した。そのうえで、他者理解活動を、他者が最優先に選択した
実行決定規準を理解する活動と厳密に定義する。人は他者理解として、この活動を日常的に行
っている。この活動を授業で意識的に行わせることで日常生活に活かすことができる。 
 
（２）道徳的価値理解の評価方法 
 個人の成長の姿を評価するという文科省の方針であるが、成長の指標を決める必要がある。
本研究では道徳的価値を指標とする。具体的には、児童生徒が発見した実行決定規準の質の変
化、価値成立規準をとおした道徳的価値の見方の変化、社会的望ましさに基づく実行決定規準
の序列化をとおして、特定の規準に固執せず、複数の規準を柔軟に使い分ける力、他者理解活
動から、他者の行為を価値の規準の選択という面から理解する力、である。これらを指標とし
て、個人の発話と記述の質的分析をとおした評価方法を開発する。この方法は、授業の各段階
を評価対象にすることができ、複数の方向からの質的で精緻な評価が可能になる。現況のよう
に、授業全体をざっと振り返るといった大雑把な方法ではない。また数値による計量的な評価
と違って、児童生徒の道徳的価値理解の成長の実態を正確に把握できる。 
 研究代表者は道徳教育とともに対話研究をテーマとしている。そのため、発話と記述の質的
分析方法の知識は有している。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は 6本の論文としてまとめることができた。研究目的に揚げた授業デザインの
開発・発達過程の体系化に基づく指導過程の開発は、「考える道徳を目指した授業デザインの開
発」シリーズの 3本の論文にまとめられた。 
 これら 3本の論文の概要を以下に示す。1つ目の論文は、「道徳的判断力の育成を目指した判
断過程の体験型授業デザインの開発」という副題をもつ。授業デザインは、実際に人間が日常
生活で道徳的判断を行う際の過程をそのまま反映した授業を開発し、この授業デザインが実践
可能であることを証明した。 
 本研究では、道徳的判断過程を、道徳的価値に含まれる複数の価値規準から特定の価値規準
を選択する過程であると捉えている。この過程を実際に児童に体験してもらう授業デザインを
開発した。この研究から、小学校高学年児童は道徳的判断が必要な場面で、複数の価値規準か
ら判断にふさわしい価値規準を選び分けることができることが可能であることが示された。 



 2 本目は「道徳的判断力の育成を目指した価値規準発見型授業デザインの開発」という副題
がつけられた。ここでは特定の道徳的価値（寛容）に基づいて判断する際の規準として複数の
規準が児童に示された。具体的には「許すか、許さないか」を判断するための６種類の規準が
小学校高学年児童に示された。これらの価値規準は公型と私型に分類できた。児童には、許す
か許さないかの規準として、これらの 6種類の規準の優先度を序列化しもらった。その結果、
児童は、価値規準には公型と私型という二種類があることを理解し、判別する力があることが
明らかになった。また複数の価値規準を序列化する活動によって、児童に道徳的判断の際に求
められる価値規準の判別活動を体験してもらうことが可能であることが立証された。 
 3 本目は、「自問自答型発問を用いた問題解決的な学習としての道徳の授業デザインの開発」
という副題がつけられた。これまでの道徳の時間に教師から発出される問いは、登場人物の心
情理解を問う内容ばかりであった。この発問を考える経験によって児童に身に付く力の内容は
不明であり、この発問は、児童にどのような力を身に付けさせることを意図したものなのかも
不明である。 
 こうした現況を克服するために、本研究では、児童が授業後も、日常生活の中で自問自答で
きる発問を学習させることを目的にした。研究目的の授業デザインの開発の「② 第 2段階：
価値成立規準をとおした道徳的価値の特性の発見活動」に相当する内容であった。この活動を
行ってもらうために、児童に日常生活の中で、物事を道徳的、倫理的に捉える視点として、自
問自答できる発問の開発を行った。この研究では、小学校低学年と中学年を対象とした自問自
答型発問に基づく授業デザイン開発を行った。 
 研究目的に揚げた評価方法については 2本の論文にまとめられた。この論文の 1本は小学校
低学年を扱い、もう 1本は高学年を扱った。内容は、教科化の方針に沿って、児童の学習状況
の変容を把握することを目的とした。具体的には、学習状況の把握のためのワークシートを開
発した。本研究では、ワークシートには、現在考えられている以上の可能性があると捉えた。
すなわち、ワークシートは単に意見を記録する機能だけをもつのではない。ワークシートに思
考の道筋を記すことによって、児童はその思考の道筋を習得することができる。したがってワ
ークシートには、児童に思考のロジックとしての道筋を習得させるための教材としての意味が
あると捉えた。 
 具体的に本研究で開発したワークシートは、対話活動をとおして意見の変容を把握する内容
であった。この研究の重要な点は、小学校の低学年と高学年を対象に、児童の意見の質の変容
を捉える際の詳細な評価規準を作成したところにある。この評価規準を使えば、児童の意見が
どのように変化したかを捉えることができる。そして変容の質の程度を捉えることができる。 
 これまで、児童の意見の変容を捉える指標は存在しなかったが、この指標を新たに開発した
ところに本研究の意義がある。 
 また本研究では、小学校低学年の児童にも対話活動が可能であることを証明した点にも価値
がある。これまで小学校低学年の児童には対話活動は無理であろうという暗黙的な考えが学校
現場にはあった。しかし、本研究から小学校低学年の児童にも対話活動が可能であり、意見の
変容も生起することが示された。 
 6 本目の論文は、自問自答型発問の意義とその作成方法を整理した内容であった。さらに道
徳の教科書から、いかにして道徳的価値を抽出するかについて述べた内容であった。特にこれ
まで教師が抱える困難さには、資料や教科書に掲載してある物語から、いかにして道徳的価値
に迫るか、があった。本論文はこの問題にも言及した。 
 道徳の教科書は、他教科と異なり、教科書の内容をそのまま辿れば一定の知識が習得できる
ような内容ではない。この点に道徳学習の困難さがある。道徳の教科は、具体的な物語が記載
されている。物語はあくまで具体例である。したがって授業においては、具体例である物語か
ら抽象的な道徳的価値を抽出する活動が必要になる。この活動は道徳に特有の内容である。ま
た物語の中に複数の道徳的価値が含まれていることも多い。例えば一つの物語のなかに友情と
信頼といった二つの道徳的価値が含まれている例は多い。６本目の論文には、こうした今後の
課題となる内容にも言及した。 
 研究成果は以上のようにまとめることができる。研究開始時に設定した研究目的は概ね達成
できたと評価できよう。また教科書からの道徳的価値の抽出方法といった新たな課題も見出す
ことができた。 
 特に道徳的判断を行う際の価値規準を扱う研究、および対話をとおした意見の変容を評価す
るための規準の作成は、今後の活用可能性の大きさを感じさせるものであった。 
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